
平成２９年度 課題研究

教科（科目） 工 業 （ 課 題 研 学科（コース）・学年 建築科（建築コース）・３学年

究）

使用教科書

副教材等

履修単位（時間） ３単位（１０５時間） 履修条件 必修

１．学習目標

工業に関する課題を設定し、その課題解決を図る学習を通して専門知識・技術の深化及

び総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を養う。

２．指導の重点

○工業に関する基礎的・基本的な学習の上に立って、工業に関する課題を生徒自らが設定

し、課題解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、

問題解決に向けて意欲的に取り組む自発的、創造的な学習態度を育て、その能力を養う。

○生徒自らが工業に関するテーマを設定し、計画を立て、製作や調査・研究などを行い、

結果を整 理・発表し、研究を深めさせるとともに、自分で課題を見付け、自ら学び自

ら考え主体的に判断し、問題をよりよく解決する資質や能力を育成する。

３．学習の計画

学期 学習内容 学習のねらい 学習活動(評価方法)

１ 学 ・オリエンテーション ・課題研究について理解させ、 調整により決まったテ

期 ・班分け テーマについて考えさせる。 ーマについて希望を取

２ 学 研究テーマを通じて自己の り、実施テーマを決定

期 あ り方を考えさせ、専門教 する。

科の 研究を深めることで将

来の生 き方を探求させる。

・各課題研究 それぞれのテーマに基づき作 テーマに対し、興味関

業を進め専門分野の知識・技 心を深め意欲的に取り

術を深める。 組めたか。

・建築科（建築コース） ・建築コースの２年生を対象 プレゼンテーション技

課題研究発表会 に 各テーマ毎に研究内容を 術の向上を図る。

発表 する（２年生は次年度

の参考 にする）。

３ 学 校内課題研究発表会 クラス代表として全校生徒を対 プレゼンテーション技

期 象に発表する。建築系の専門分 術の向上を図る。

野について広く科以外に紹介す

る。
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４．評価規準と評価方法

関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解

［評価基準］ ［評価基準］ ［評価基準］ ［評価基準］

課 題 研 究 に 関 す る 課 題 研 究 に 関 す る 課 題 研 究 に 関 す る 課題研究に関する基礎

諸 課 題 に つ い て 関 諸 課 題 の 解 決 を 目 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 的・基本的な知識を身

心 を も ち 、 そ の 改 指して思考を深め、 技 術 を 身 に 付 け 、 に付け、現代社会にお

善 ・ 向 上 を 目 指 し 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 安 全 や 環 境 に 配 慮 ける工業の意義や役割

て 主 体 的 に 取 り 組 知識と技術を基に、 し 、 も の づ く り を を理解している。

も う と す る と と も 技 術 者 と し て 適 切 合 理 的 に 計 画 し 、

に 、 実 践 的 な 態 度 に 判 断 し 、 表 現 す そ の 技 術 を 適 切 に

を身に付けている。 る 創 造 的 な 能 力 を 活用している。

身に付けている。

［評価方法］ ［評価方法］ ［評価方法］

学 習 活 動 の 観 察 、 思 考 ・ 判 断 し た 過 ［評価方法］ 各テーマにおいて、実

課 題 作 品 の 製 作 状 程 や 結 果 の 説 明 な 研 究 内 容 を ま と め 験データや作品提出等

況 等 か ら 、 生 徒 の ど か ら 、 思 考 ・ 判 る 能 力 、 分 か り や から生徒の実現状況多

取 組 状 況 を 多 面 的 断 の 過 程 と 結 果 、 す く プ レ ゼ ン テ ー 面的に評価する。

に評価する。 充 実 し た 言 語 活 動 シ ョ ン を す る 技 能

の も の を 適 切 に 表 な ど 、 多 面 的 に 評

現 で き る か を 多 面 価する。

的に評価する。

５．その他（留意すべき点・担当者からの一言）

終了後の後片付けも作業の一部であることを十分自覚し、丁寧に片付ける。

これまで学んだ専門知識をいかして目標を見失わず意欲的に取り組んでほしい。

課題に対して魅力的な提案ができるよう、アイデアと表現力を身に付けてもらいたい。


